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＊ＡＴＬ（成人Ｔ細胞白血病）講演会を開催しました。 
 平成23年12月10日（土）、循環器・血液内科教授の小川一英先生を講師にお
迎えして、ＡＴＬの医療相談について講演会を開催いたしました。これは、がん
診療連携拠点病院の整備に関する指針の一部改正により、相談支援センター
においてＡＴＬに関する医療相談を実施することが指定要件として定められ
たことを踏まえ、患者様、ご家族様への医療相談を充実させていくことを目
的としたものです。 

 当日は26名の参加者があり、県内の拠点病院や一般病院の関係者のみな
らず、院内からも多数のご出席を頂き、関心の高さが感じられました。小川先
生からは、ＨＴＬＶ－１（ヒトＴ細胞白血病ウイルス）とＡＴＬの疾患理解を 

深めるための内容を、分かりやすくご説明頂きました。講演の後半では、実際 

の患者様や専門外来医師へのインタビューが盛り込まれたＮＨＫの番組が上映 

され、患者様やご家族様がどのような課題や悩みに直面されるのか、医療関 

係者が支援する体制とはどうあるべきかを考えさせられる機会となりました。 

日本のＨＴＬＶ－１キャリア分布は九州を中心とした西南日本や紀伊半島、三陸 

海岸などに多いという特徴がありますが、2010年から妊婦健診でＨＴＬＶ－１抗 

体検査が必ず実施されるようになり、今後福島でもＡＴＬについての相談が入 

ってくると想定されます。母乳育児や家族への説明、子どものフォローアップをどうするかについては、家族
関係や精神面への配慮が求められる側面があり、情報提供にとどまらない相談のあり方を模索していく必
要性を感じました。 

臨床腫瘍センター／池田 紀子（内線：3161） 

 

　肝胆膵・移植外科 19 　血液内科 17

　呼吸器外科 3 　婦人科 22
　消化管外科 33 　泌尿器科 11
　乳腺、内分泌、甲状腺外科 75 　皮膚科 14

　呼吸器内科 31 　ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科 4

　消化器内科 21 　小児科 15
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＊医科歯科連携がはじまりました。 

 がんの治療に関しての口腔管理は医科・歯科のコンサルテーションが大変重要な課題となっています。そ
こで歯科医院へ口腔管理依頼を的確に行うための様式を作成いたしました。県北地区の１７歯科医師のご協
力の下連携を開始致します。ぜひご活用いただけたらと思いますので、宜しくおねがい致します。 

臨床腫瘍センター／青山 智子（内線：3160） 
 
 〈12月外来化学療法センター利用状況〉 利用者数 264名 

 

   新年あけましておめでとうございます。 

             本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

臨床腫瘍セミナー開催案内 

日 時： 平成24年 2月21日（火） 18時～19時 

場 所： 11号館（臨床講義棟）第二臨床講義室 

演 題： 「低線量放射能汚染と医療被曝（仮題）」 

講 師： 福島県立医科大学  

 放射線健康管理学講座 

     助手 宮崎 真 先生 
 
※大学院生は共通必修科目（規定の8）に該当します  

  

Cancer Board開催案内 

   1月 30日（月）  19：00～ 悪性リンパ腫 

   2月  6日（月） 17:00～ 頭頸部 

                 

医療従事者を対象に、各臓器別に診療科横断的な 

腫瘍カンファランスを定期的に開催しております。 

医療従事者であればどなたでも出席できます。 
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